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１．自己紹介と 

    「仙台・宮城のスポーツボランティア」 

２．スポーツボランティアの楽しさ 

３．2020オリンピック・パラリンピックに向けて 

４．私たちができること 

本日の流れ 



1.せんだい・みやぎのｽﾎﾟｰﾂﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

1998年ｻｯｶｰ 
ベガルタ仙台 
ボランティア 

2001年 
宮城国体 

ボランティア 

2003年宮スタ 
グランディ・21 
ボランティア 

2005年野球 
楽天イーグルス 
ボランティア 

2012年ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 
仙台ベルフィーユ 
ボランティア 

2005年ﾊﾞｽｹｯﾄ 
仙台８９ＥＲＳ 
ボランティア 

2002年 
ワールドカップ 
ボランティア 

総合  
市民ｽﾎﾟｰﾂ 
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 
SV2004 

 
2004 
9・12 

2017年ﾌｯﾄｻﾙ 
ヴォスクオーレ仙台 

ボランティア 
 
 
山形県出身 ボランティア歴２０年 
 
サッカーベガルタ仙台やワールドカップ 
宮城大会を契機として、幅広いスポーツ 
のサポートのため、市民有志で 
市民スポーツボランティアＳＶ２００４ 
を立ち上げ代表理事 
 
 
黄色の組織は現在も継続 



1.せんだい・みやぎのｽﾎﾟｰﾂﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

スポーツイベント運営の支援 

レベルアップのための企画・研修 

快適な観戦と未来のためのエコ活動 

全国の仲間との交流を楽しむ 

ボランティアの情報発信と記録 

私たち市民スポーツボランティアＳＶ２００４の活動 

募集・運営説明会・マニュアル作成・報告書まとめまで主催者をサポート 

救命や防災・エコ活動・入門からリーダーの研修、スポーツの勉強会など 

仙台方式といわれる共通のごみの分別 

経験を共有し、ともに地域のスポーツを応援する 

          ＳＶだより・活動報告・ボランティアハンドブック 



ボランティアの活動は、一番お客様に近い場所、私たちの笑顔で会場が変わります 

もぎり、サンプリング 

チケットチェック 

エコステーション、清掃 

案内誘導 

  総合案内 

■ そのほか 
車いす対応 
ＶＩＰ対応 
ファンクラブ 
ボランティア係りなど 

1.せんだい・みやぎのｽﾎﾟｰﾂﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 



1.せんだい・みやぎのｽﾎﾟｰﾂﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

仙台国際ハーフマラソンの活動の例 

２０１２年から開催、５月新緑の仙台を１．３万人のランナーが走る 

（１） 
事前 
打合せ 

（２） 
募集 
ｻﾎﾟｰﾄ 

（３） 
準備 

（４） 
活動 

（５） 
報告 





1.せんだい・みやぎのｽﾎﾟｰﾂﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

まとめ／ スポーツボランティアとは 

 

– さまざまなスポーツ運営や、スポーツイベントを成功に
導く「縁の下の力持ち」です 

– スポーツボランティアは、「イベントを盛り上げたい」、
「参加者に喜んでもらいたい」という気持ちを持ち、ス
ポーツ振興に不可欠の役割を果たします 

– 「するスポーツ」、「みるスポーツ」と同様、スポーツへ
の関わり方の一つである「ささえるスポーツ」により、
地域のスポーツが豊かになります 

 ・自主（発）性 ・公益（公共・社会）性 ・無償性 ・先駆性 ・継続性 



2.スポーツボランティアの楽しさ 
２０１４年から開催している 

中高生スポーツボランティア育成講座 

☆ 体験者の声 
（楽しさと活動の意義） 
 
・エコ活動の意義を感じる事ができた 
・年の離れた方々と接することが楽しかった 
・主催者と観客を想いでつなげていると感じた 
・復興への想いを感じられた 
・安全で快適な場を作ることが出来た 
・参加しサポートしたチームが勝ってうれしかった 
・みんなで助け合って活動できた 
・仲間のボランティアの笑顔と優しさ 
・お客様から「ありがとう」といわれた 



2.スポーツボランティアの楽しさ 

東日本大震災 
２０１１年 ～ スポーツで笑顔を未来へ 

３つの活動目標 キーワードは「子ども・笑顔・身の丈の支援」 
１．未来をになう子供たちに、スポーツの楽しさを伝える活動をします。 
２．スポーツを通じて震災復興のための支援活動を行います。 
３．地域に根ざすスポーツ組織を支援する活動をします。 
２０１１年５月 緊急 東北スポーツボランティアサミット宣言 

幻のチケットの話 



2.スポーツボランティアの楽しさ 

世代や地域、種目を越えた交流 

成長するための研修企画 

ふれあいと人のつながり 

エコ活動などによる社会貢献 

ともに勝利を喜べる瞬間のために 



スポーツボランティアの楽しみは色々 

人や地域、何かや誰かの役にたてます （社会貢献） 

世代をこえた仲間が生まれます （交流・ネットワーク作り） 

共通の目標を達成する喜びがあります （達成感） 

それぞれの持つスキルを活かせます （能力発揮・創造） 

何よりささえるスポーツが好きになります  （愛着・応援） 
⇒ 勝利や、優勝などを共に体験できます  

そして、支え合う関係は感謝し合う関係につながります 

2.スポーツボランティアの楽しさ 



3.オリンピック・パラリンピックに向けて 

ラグビーワールドカップ ２０１９ 
開催期間 9月20日(金)～11月2日(土) 
国内１２地域で開催、東北では釜石市 
が会場となり、大会ボランティア、 
都市ボランティアが活動する予定 

東京オリンピック・パラリンピック2020 
開催期間 オリンピック 
   ７月２４日（金）～８月９日（日） 
     パラリンピック 
   ８月２５日（火）～９月６日（日） 
東京を中心に宮城ではサッカー競技開催 
大会ボランティアは約８万人が今後募集、 
他に都市ボランティア、国内各地ではキャン
プによる交流事業が予測される 

 隣県の釜石も会場となります 

せんだい・みやぎ２０２０ ＝ 大会ボランティア／都市ボランティアに続く市民活動 



3.オリンピック・パラリンピックに向けて 

釜石鵜住居復興 
スタジアム 

進め、ラグビー精神で 

開催都市： 岩手県・釜石市 
 釜石市鵜住居町第18地割、第19地割 

アクセス： JR山田線「鵜住居駅」 
 （2018年復旧予定） 

収容人数：16,187人 

竣工：2018年8月19日完成予定 



2020年東京オリパラ大会の概要 

○第30回オリンピック競技大会（ロンドン） 
・2012年（平成24年） 
  7月27日（金）～8月12日（日） 
・204か国・地域 
・26競技、302種目 参加選手数 約10,500人 

○第14回パラリンピック競技大会（ロンドン） 
・2012年（平成24年） 
  8月29日（水）～9月9日（日） 
・164か国・地域 
・20競技・503種目 参加選手数 約4,200人 

2020年（平成32年） 
7月24日（金）～8月9日（日）＜予定＞   

第32回オリンピック競技大会 

2020年（平成32年） 
8月25日（火）～9月6日（日）＜予定＞ 

第16回パラリンピック競技大会 

陸上競技、水泳、サッカー、テニス、ボート、ホッケー、ボクシング、 
バレーボール、体操、バスケットボール、レスリング、セーリング、 
ウエイトリフティング、ハンドボール、自転車競技、卓球、馬術、 
フェンシング、柔道、バドミントン、射撃、近代五種、カヌー、 
アーチェリー、テコンドー、トライアスロン、ゴルフ、ラグビー 
※以下は、IOCに対して推薦した追加5競技 
  野球・ソフトボール、空手、スケートボード、 
  スポーツクライミング、サーフィン 

22競技 

○第18回オリンピック競技大会（東京） 
・1964年（昭和39年） 
  10月10日（土）～10月24日（土） 
・93か国・地域 
・20競技、163種目 参加選手数 約5,100人 

 ○第2回パラリンピック競技大会【愛称】（東京） 
 ・1964年（昭和39年） 
  11月8日（日）～11月12日（木） 
 ・21か国・地域 
 ・9競技・144種目 参加選手数 約370人 

アーチェリー、陸上競技、バドミントン、ボッチャ、カヌー、自転車、
馬術、5人制サッカー、ゴールボール、柔道、パワーリフティング、
ボート、射撃、シッティングバレーボール、水泳、卓球、テコンドー、
トライアスロン、車椅子バスケットボール、 
車いすフェンシング、ウィルチェアーラグビー、車いすテニス 

33競技（予定） 



 宮城スタジアム サッカー競技日程 

  7/22 7/25 7/28 7/29 7/31 8/1 

男 子       予選2試合   準々決勝  
1試合 

女 子 予選2試合 予選2試合 予選2試合   準々決勝  
1試合 

  

3.オリンピック・パラリンピックに向けて 

対戦カードは２０２０年春ごろに決まる予定です 





4. 私たちができること 

私たちの仲間が計画していること 

☆ 大会ボランティア ～会場周辺でのボランティア活動 
                研修会のサポート 
☆ 都市ボランティア ～ 主要施設での主に案内活動 
                 研修・活動全般のサポート 
☆ 自主的なボランティア活動 
  「仙台みやぎ２０２０」 
  現在中高生が、雑がみを活用した折鶴プロジェクトを 
  計画中 



4. 私たちができること 

１） スポーツボランティアを楽しむ 

勉強会をしてみる 
体験会に参加してみる 
体験したことを報告し、楽しさや出来る事を話し合う 
身近な活動にかかわる > 風土マラソン 

２） オリンピック・パラリンピックを楽しむ 

勉強会をしてみる 
出来る事をみんなで話し合う 
アイデアを形にする 
大会のあとにつなげる 



4. 私たちができること 

せんだい・みやぎ２０２０ ＝ 大会ボランティア／都市ボランティアに続く市民活動 

 大会に向けて盛り上げていく活動 

 企画、相談、運営を全部自分たちで！ 

 ２０２０年東京オリパラに向けて 

 
宮城にくる国に 
ついて学びましょう 

応援することを 
考えましょう 

大会開催時に 
実際に応援 

応援している事を 
伝えましょう 

いろんな 
人とつながりましょう 

これからも 
一緒に 


